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貴関係諸団体に速やかに送信いただきます 

ようよろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体   御 中 

← 厚生労働省 高齢者支援課、振興課、老人保健課 

 

今回の内容 
 

「老人福祉法施行規則等の一部を改正す

る省令」の公布等について 

計８枚（本紙を除く） 

連絡先  T E L  : 03-5253-1111(内線 3971、3979、3948) 

         F A X  : 03-3503-7894 

 

 



老発 0331 第 16 号 

令和２年３月 31日 

 

都道府県知事 

各指定都市市長 殿 

  中核市市長 

 

厚生労働省老健局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「老人福祉法施行規則等の一部を改正する省令」の公布等について 

 

 

介護保険制度の運営につきましては、平素より御尽力をいただき、厚く御礼申し上げ

ます。 

老人福祉法施行規則等の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第 64 号。以下

「改正省令」という。）については、本日別紙のとおり公布され、順次施行することと

されたところです。 

改正省令の主な内容及び改正省令に関連する文書の取扱いについては、下記の通りで

すので、貴職におかれましては、これを御了知いただくとともに、市町村（特別区を含

む。）を始め、関係者、関係団体等に対し周知をお願いいたします。 

 

 

  



記 

 

第１ 改正省令の概要 

１ 老人福祉法施行規則（昭和 38年厚生省令第 28号）等の一部改正  

 

（１） 介護分野における文書負担軽減の観点から、老人福祉法施行規則に基づくサ

ービスに関する届出等につき、以下の対応を行う。 

 

ア 老人居宅生活支援事業の開始・変更の届出 

      老人居宅生活支援事業の開始の届出の際、老人福祉法施行規則に基づき届

け出ることとしている事項のうち、「条例、定款その他の基本約款」を「登

記事項証明書又は条例」に、「主な職員の氏名及び経歴」を「主な職員の氏

名」に変更するほか、同規則に基づき提出することとしている「収支予算書

及び事業計画書」については提出を不要とする。 

      また、老人居宅生活支援事業の変更の届出の際、同規則に基づき届け出る

こととしている事項のうち、「条例、定款その他の基本約款」、「職員の定数

及び職務の内容」及び「事業開始の予定年月日」については提出を不要とす

る。 

 

イ 老人デイサービスセンター等の設置・変更の届出 

      老人デイサービスセンター等の設置の届出の際、老人福祉法施行規則に基

づき届け出ることとしている事項のうち、「施設の長その他主な職員の氏名

及び経歴」を「施設の長の氏名」に変更するほか、設置主体が市町村以外で

ある場合に提出することとしている「定款その他の基本約款」を「登記事項

証明書」に変更する。また、設置主体が市町村である場合に提出することと

している「土地建物の権利関係書類」「設置区域の市町村の同意書」につい

ては提出を不要とする。 

      老人デイサービスセンター等の変更の届出の際、老人福祉法施行規則に基

づき提出することとしている「職員の定数及び職務の内容」及び「事業開始

の予定年月日」については提出を不要とする。 

 

ウ 養護老人ホーム又は特別養護老人ホームの設置認可の申請・変更の届出 

養護老人ホーム又は特別養護老人ホームの設置認可の申請の際、老人福祉

法施行規則に基づき届け出ることとしている事項のうち、「施設の長その他

主な職員の氏名及び経歴」を「施設の長の氏名」に変更するほか、「施設の地

理的状況」、「土地建物の権利関係書類」及び「設置区域の市町村の同意書」



については届出を不要とする。また、設置主体が地方独立行政法人、社会福

祉法人又は日本赤十字社である場合に届け出ることとしている事項のうち、

「定款その他の基本約款」を「登記事項証明書」に変更するほか、「資産の状

況」については届出を不要とする。 

養護老人ホーム又は特別養護老人ホームの設置認可の変更の届出の際、老

人福祉法施行規則に基づき届け出ることとしている事項のうち、「職員の定

数及び職務の内容」及び「事業開始の予定年月日」については提出を不要と

する。 

 

エ 経過措置 

      第１の１（１）に関する事項の施行の際、現に提出されている改正省令に

よる改正前の老人福祉法施行規則第３条第２項に基づく養護老人ホーム又

は特別養護老人ホームの設置認可の申請に関する書類は、改正省令による改

正後の老人福祉法施行規則第３条第２項に基づく養護老人ホーム又は特別

養護老人ホームの設置認可の申請に関する書類とみなす。 

 

２ 介護保険法施行規則（平成 11年厚生省令第 36号）の一部改正 

 

（１） 介護分野における文書負担軽減の観点から、介護医療院の開設許可申請につ

き、以下の対応を行う。 

 

ア 介護療養型医療施設及び介護医療院の施設等の基準の一部において、同一の

基準を設けていることに鑑み、介護療養型医療施設から移行して介護医療院を

開設する場合の許可申請であって、下記に示す事項について、介護療養型医療

施設の指定申請時、更新時又は変更届提出時等に、既に当該許可申請に係る施

設の開設の場所を管轄する都道府県知事等に提出しているものから変更がな

いときは、これらに係る申請書の記載又は書類の提出を省略させることができ

ることとする。 

（ア） 併設する施設がある場合にあっては、当該併設する施設の概要 

（イ） 建物の構造概要及び平面図（各室の用途を明示するものとする。）並び 

に施設及び構造設備の概要 

（ウ） 施設の管理者の氏名、生年月日及び住所 

（エ） 入所者からの苦情を処理するために講ずる措置の概要 

（オ） 介護支援専門員の氏名及びその登録番号 

 

イ なお、本取扱いは、介護療養型医療施設からの移行における取扱いであり、



その他の病床（医療療養病床等）又は介護保険施設（介護療養型老人保健施設

を含む）からの移行は対象とならない。また、本取扱いは、介護療養型医療施

設の全部を廃止するとともに介護医療院を開設する場合の取扱いであり、移行後

の当該医療機関に介護保険適用の療養病床を有している場合は対象とならない。 

 

ウ 留意事項 

（ア） 既に当該都道府県知事等に提出しているものから変更が無い場合であっ

ても、介護医療院において追加で求められる基準に関して確認する必要があ

る場合等、介護医療院の基準を満たすことを確認するために必要な資料（平

面図等）については提出の必要がある場合があること。 

（イ） 本取扱いにより一部資料の提出を省略させた場合は、省略させた旨及び

省略させた資料がわかるよう都道府県等において記録しておくこと。 

 

（２） 要介護認定及び要支援認定に係る認定調査を指定市町村事務受託法人に委

託する場合において、認定調査を行う者に、保健、医療又は福祉に関する専門的

知識を有する者を追加する。 

 

第２ 施行期日 

１ 第１の２（２）に関する事項 令和２年４月１日 

２ その他の事項 令和２年７月１日 
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社
会
福
祉
法
人
又
は
日
本
赤

十
字
社
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及

び
資
産
の
状
況
を
記
載
し
た
申
請
書
を
施
設
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
者
の
登
記
事
項
証

明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

一

前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類

（
削
る
）

二

定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款

（
削
る
）

三

施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
区
域
の
市
町
村

の
意
見
書

（
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
変
更
の
届

出
）

（
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
変
更
の
届

出
）

第
三
条
の
二

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
条
の

十
四
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら

第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
条
の
二

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
条
の

十
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
変
更
の
届
出
）

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
変
更
の
届
出
）

第
四
条

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

第
四
条

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

（
削
る
）

二

土
地
又
は
建
物
に
係
る
権
利
関
係
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二
・
三

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
削
る
）

五

職
員
の
定
数
及
び
職
務
の
内
容

（
削
る
）

六

事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

（
大
都
市
の
特
例
）

（
大
都
市
の
特
例
）

第
二
十
三
条

令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）が
老
人
福
祉
に

関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
条
第
一
項
、
第
二

十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及
び
別

表
第
六
号
中「
都
道
府
県
知
事
」と
あ
る
の
は
、「
指

定
都
市
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条

令
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市

（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）が
老
人
福
祉
に

関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
条
の
九
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
都
市
の
長
」
と
、
第
一
条
の
十
四
第

二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
市
町
村
」
と
あ

る
の
は
「
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
」
と
、「
都
道

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
長
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
都
市
の
長
」
と
、
第
二
条
第
二
項
各
号
列

記
以
外
の
部
分
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
都
市
以
外
の
市
町
村
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
長
」
と
、
第
三
条
第

一
項
、
第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四

ま
で
及
び
別
表
第
六
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
長
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
中
核
市
の
特
例
）

（
中
核
市
の
特
例
）

第
二
十
四
条

令
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項

の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）が
老
人

福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
条
の
十
四
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、

第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及

び
別
表
第
六
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
、「
中
核
市
の
長
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条

令
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項

の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）が
老
人

福
祉
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
一
条
の
九
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
中
核
市
の
長
」
と
、
第
一
条
の
十

四
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
市
町
村
」

と
あ
る
の
は
「
中
核
市
以
外
の
市
町
村
」
と
、「
都

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
中
核
市
の
長
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「
中
核
市
の
長
」
と
、
第
二
条
第
二
項
各
号
列
記

以
外
の
部
分
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
中
核

市
以
外
の
市
町
村
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
中
核
市
の
長
」
と
、
第
三
条
第
一
項
、

第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
及

び
別
表
第
六
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
中
核
市
の
長
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
者
）

第
三
十
四
条
の
五
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
保
健
、
医

療
又
は
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者

（
介
護
支
援
専
門
員
を
除
く
。）と
す
る
。

（
新
設
）

（
登
録
の
消
除
）

（
登
録
の
消
除
）

第
百
十
三
条
の
十
四

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
六

十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
消
除
し
た
と

き
は
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
登
録
の
消
除

に
係
る
者
、
相
続
人
、
法
定
代
理
人
又
は
同
居
の

親
族
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
三
条
の
十
四

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
六

十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
消
除
し
た
と

き
は
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
登
録
の
消
除

に
係
る
者
、
相
続
人
、
後
見
人
又
は
保
佐
人
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

附

則

（
法
第
百
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
開
設
許
可
の
申
請
方
法
の
特
例
）

第
四
十
二
条

第
百
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
百
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
医
療
院
の
開
設
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
基
づ
き
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
を
受
け
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
移
行
（
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
全
部
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
法
第
百
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
医
療
院
を
開
設
す
る
こ

と
を
い
う
。）し
よ
う
と
す
る
と
き
に
お
い
て
、
既

に
当
該
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
い
る
第
百
三

十
八
条
第
一
項
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
号
、
第

（
新
設
）
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十
二
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が

な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
係
る
申
請
書
の

記
載
又
は
書
類
の
提
出
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
認
可
の
申
請
）

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
認
可
の
申
請
）

第
四
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
選
定
事
業
者
で
あ
る
法
人

（
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者

で
あ
る
法
人
を
い
う
。）は
、
老
人
福
祉
法
施
行
規

則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第

二
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る

事
項
及
び
資
産
の
状
況
を
記
載
し
た
申
請
書
を
施

設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
地
の
都
道
府
県
知
事

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

第
四
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
選
定
事
業
者
で
あ
る
法
人

（
法
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者

で
あ
る
法
人
を
い
う
。）は
、
老
人
福
祉
法
施
行
規

則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第

二
条
第
一
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る

事
項
及
び
資
産
の
状
況
を
記
載
し
た
申
請
書
を
施

設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
地
の
都
道
府
県
知
事

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
申
請
者
の
登
記
事
項
証

明
書
及
び
法
第
三
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基

準
に
よ
っ
て
当
該
申
請
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道

府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
老
人
福
祉
法
施
行
規
則

第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
法
第
三

十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
っ
て
当
該

申
請
を
審
査
す
る
た
め
に
都
道
府
県
知
事
が
必
要

と
認
め
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い

う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一

項
の
中
核
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
中
核
市
」

と
い
う
。）に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
又
は
中

核
市
の
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都

市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い

う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一

項
の
中
核
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
中
核
市
」

と
い
う
。）に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
又
は
中

核
市
の
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
三
条
の
十
四
の
改
正
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
中
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
五
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

令
和
二
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
第
三
条

第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
第
三
条
第
二
項
に
掲
げ
る
書
類
と

み
な
す
。




